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冗
好
問
「
九
日
請
書
山
」
詩
に
つ
い
て

高
橋

幸
吉

一、

は
じ
め
に

金
末
元
初
の
詩
人
元
好
関
（
一
一
九
0
1

一
二
五
七
）
は
杜
甫
・
蘇
紙
な
ど
多
く
の
詩
人
を
手
本
と
し
て
学
ん
だ
が
、
陶
淵
明
も
ま
た
、

彼
が
意
識
的
に
学
ん
だ
詩
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
陶
淵
明
に
対
す
る
尊
崇
は
金
代
を
通
じ
て
高
く
、
元
好
問
も
早
く
か
ら
陶
淵
明
に
対
す
る

(1
) 

関
心
を
示
し
て
い
る
。
彼
の
作
品
で
陶
淵
明
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
「
飲
酒
」
「
後
飲
酒
」
な
ど
が
あ
る
が
、
ど
れ
も
陶
淵
明
の
詩
風
を

す
ず
や

襲
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
「
九
日
、
読
書
山
に
て
陶
詩
の
『
露
は
凄
し
く
し
て
喧
風
息
み
、
気
は
清
く
し
て
天
は
噴
明
な
り
。
』
を

用
い
て
韻
と
為
し
、
十
詩
を
賦
す
」
（
『
遺
山
先
生
文
集
」
巻
二
所
収
。
以
下
「
九
日
讃
書
山
」
詩
と
略
す
）
は
少
々
異
な
っ
た
要
素
を
は
ら

む
作
品
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
作
品
の
内
容
お
よ
び
表
現
上
の
特
色
に
つ
い
て
考
察
し
、
い
き
き
か
私
見
を
述
べ
た
い
。
な
お
元
好
聞
の

詩
文
は
四
部
叢
刊
本
『
遺
山
先
生
文
集
』
を
底
本
と
し
、
詩
の
解
釈
に
つ
い
て
は
施
国
祁
『
元
遺
山
詩
筆
注
」
（
人
民
文
学
出
版
社
、

八
九
）
を
参
照
し
た
。

-43ー

九

(134) 



二
、
内
容

こ
の
作
品
は
モ
ン
ゴ
ル
の
太
宗
十
二
年
（
一
二
四
O
）
、
元
好
間
五
十
一
歳
の
作
で
あ
る
。
故
郷
の
析
州
秀
容
県
に
近
い
、
読
書
山
と
い

う
山
に
登
っ
た
と
き
の
こ
と
を
題
材
と
し
、
陶
淵
明
「
九
日
閑
居
」
の
一
節
「
露
凄
喧
風
息
、
気
清
天
噴
明
」
の
一
字
ず
つ
を
各
首
の
韻
と

し
て
作
っ
た
五
言
古
詩
の
連
作
で
あ
る
。
以
下
、
適
宜
割
愛
し
な
が
ら
全
体
の
流
れ
を
見
て
い
こ
う
。
第
一
首
の
情
景
は
析
州
城
内
の
自
宅

か
ら
読
書
山
を
望
む
場
面
か
ら
は
じ
ま
る
。
（
各
句
の
頭
に
あ
る
数
字
は
何
句
目
で
あ
る
か
を
示
す
。
）

1

行
帳
遁
南
下

2

居
人
腸
庭
戸

3

城
中
望
青
山

4

一
水
不
易
渡

5

今
朝
川
徐
静

6

偶
得
展
衰
歩

7

蕩
知
脆
囚
拘

8

虞
莫
開
四
顧

居行
人帳

庭適3
戸に
にう南
腸？下
るまし

城
中
よ
り
青
山
を
望
む

一
水
渡
る
こ
と
易
か
ら
ず

偶E 今
衰ま朝

歩川
を徐
展静
ばか
す
を
得

蕩
た
る
こ
と
囚
拘
を
脱
す
る
が
如
く

広
莫
と
し
て
四
顧
開
く

（
「
九
日
讃
書
山
」
其
の
こ

(133) -44-



(3
) 

冒
頭
の
「
行
帳
」
は
行
軍
用
の
テ
ン
ト
。
張
柔
が
八
万
の
軍
を
率
い
て
伐
宋
の
た
め
に
南
下
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
第
二
句
「
居

う
ず
〈
ま

人
」
は
家
に
住
ん
で
い
る
人
。
「
庭
戸
に
踊
る
」
と
は
、
軍
隊
が
通
る
の
で
町
の
人
々
が
家
の
中
に
逼
塞
し
て
い
る
情
景
で
あ
ろ
う
か
。
も

し
く
は
「
居
人
」
を
作
者
自
身
、
「
庭
戸
」
を
自
宅
の
庭
と
す
る
と
、
三
句
目
の
「
城
中
よ
り
青
山
を
望
む
」
と
の
関
連
か
ら
、
「
飲
酒
」
其

の
五
「
菊
を
採
る
東
簸
の
下
、
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
。
」
を
意
識
し
た
表
現
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
場
合
「
踊
」
は
、
菊
を
採
る
た
め

に
腰
を
か
が
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
重
陽
を
詠
っ
た
詩
で
あ
り
、
こ
の
作
品
全
体
に
渡
っ
て
陶
淵
明
詩
の
詩
句
や
情
景
を
踏
ま
え
て
い
る

箇
所
が
散
見
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

前
半
八
句
目
ま
で
は
作
者
の
行
動
を
描
写
し
、
自
宅
か
ら
川
を
渡
っ
て
読
書
山
に
向
か
う
と
い
う
展
開
で
あ
る
。
九
句
目
以
降
は
、
各
地

を
転
々
と
し
た
半
生
や
戦
乱
で
荒
れ
た
故
郷
へ
の
感
慨
を
述
べ
て
い
る
。

5

劇
劇
劉
公
子

劇
劇
た
り
劉
公
子

6

王
国
重
相
捕

王
・
田
重
ね
て
相
ひ
携
ふ

7

乾
坤
動
詩
興

乾
坤
詩
興
を
動
か
し

8

澗
整
忘
挙
瞬

澗
整
掌
瞬
を
忘
る

9

震
侯
家
甚
貧

劣き震
か侯
にの
酒家
と曲甚
7 だ

貧
有な
り り

日
劣
有
酒
興
難

日
城
居
厭
聾
鼓

城
に
居
り
て
聾
鼓
を
厭
ひ

ロ
移
家
此
幽
棲

家
を
移
し
て
此
に
幽
棲
す

-45-(132) 



（
「
九
日
讃
書
山
」
其
の
二
）

第
二
首
で
は
既
に
山
に
登
っ
た
あ
と
の
情
景
で
、
読
書
山
中
に
あ
る
福
田
寺
で
友
人
達
と
さ
さ
や
か
な
宴
を
行
う
。
第
五
旬
、
「
劉
公
子
」

は
施
国
祁
の
注
に
よ
る
と
、
劉
済
の
こ
と
。
金
の
建
国
期
に
金
が
南
宋
と
の
緩
衝
地
帯
に
立
て
た
健
偏
国
家
、
斉
の
皇
帝
劉
謙
の
孫
。
元
好

聞
が
穎
上
に
い
た
頃
交
遊
が
あ
り
、
こ
の
地
で
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
八
句
目
、
「
澗
整
」
は
山
あ
い
を
流
れ
る
川
。

「
掌
瞬
」
は
登
る
こ
と
。
こ
の
句
は
景
色
に
見
と
れ
て
山
に
登
る
歩
み
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
様
子
を
い
う
。
六
句
目
の
「
王
・
田
」
、
九
句
目

の
「
震
」
は
未
詳
。
こ
の
後
は
、
俗
塵
を
避
け
る
こ
と
の
難
し
き
と
隠
棲
へ
の
あ
こ
が
れ
を
述
べ
て
、
こ
の
詩
を
結
ん
で
い
る
。

1

山
腰
抱
悌
剃

2

十
里
望
家
園

3

亦
有
野
人
居

4

屠
崖
映
柴
門

5

昔
我
東
岩
君

6

曾
此
避
塵
喧

7

林
泉
留
杖
履

8

歳
月
蹄
琴
樽

9

翁
今
篤
飛
傍

山
腰
仏
利
を
抱
え

十
里
家
園
を
望
む

亦
た
野
人
の
居
有
り

層
崖
に
柴
門
映
ゆ

昔
し
我
が
東
岩
君
は

曽
て
此
に
塵
喧
を
避
く

林
泉
は
杖
履
を
留
め

歳
月
は
琴
樽
に
帰
す

翁
今
は
飛
仙
と
為
り
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日
過
眼
幾
寒
喧

過
眼
幾
寒
喧

日
蒼
蒼
池
上
柳

蒼
蒼
た
り
池
上
の
柳

ロ
青
杉
見
諸
孫

青
杉
諸
孫
を
見
る

日
疎
燈
照
茅
屋

疎
燈
茅
屋
を
照
ら
し

M
新
月
入
類
垣

新
月
類
垣
に
入
る

日
依
依
覧
陳
漣

依
依
と
し
て
陳
遁
を
覧

団
側
槍
不
能
言

側
恰
言
ふ
能
は
ず

（
「
九
日
讃
書
山
」
其
の
三
）

第
三
首
は
福
田
寺
と
そ
の
周
辺
の
風
景
描
写
か
ら
始
ま
る
。
と
こ
ろ
が
五
句
目
か
ら
は
実
父
の
思
い
出
を
回
顧
し
、
こ
れ
ま
で
と
は
一
変

し
た
内
容
と
な
る
。

東
岩
君
は
元
好
聞
の
実
父
元
徳
明
の
号
。
実
父
に
つ
い
て
は
詩
文
中
で
し
ば
し
ば
言
及
し
、
養
父
よ
り
も
多
く
触
れ
て
い
る
。
元
徳
明
は

科
挙
に
及
第
せ
ず
、
隠
士
と
し
て
山
林
に
遊
ぴ
詩
文
を
作
っ
て
生
涯
を
終
え
て
い
る
。
読
書
山
は
元
徳
明
が
隠
棲
し
た
場
所
で
あ
り
、
五
句

目
か
ら
八
句
目
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

九
句
目
以
降
か
ら
は
、
仙
人
と
な
っ
て
自
分
や
孫
た
ち
を
見
守
っ
て
い
る
実
父
の
様
子
を
詠
い
、
父
へ
の
哀
惜
を
述
べ
て
こ
の
詩
は
結
ぴ

と
な
る
。
十
句
目
「
寒
喧
」
は
寒
き
と
暑
さ
、
転
じ
て
歳
月
の
意
。
父
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
何
年
も
経
っ
た
と
い
う
こ
と
。
十
三
・
十
四
句

目
「
疎
燈
茅
屋
を
照
ら
し
、
新
月
額
垣
に
入
る
。
」
に
、
「
二
句
は
先
人
の
詩
」
と
自
注
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
元
徳
明
「
燈
下
林
和
靖
詩 -47-(130) 



(4
) 

を
読
む
」
の
一
節
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

一
首
を
通
じ
て
重
陽
の
情
景
よ
り
も
父
へ
の
追
憶
を
語
る
こ
と
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
。

第
四
首
は
、
読
書
山
か
ら
見
た
秋
の
景
色
の
描
写
に
戻
る
。

1

霜
気
一
匿
薄

2

杏
杏
秋
山
空

3

臨
高
望
煙
樹

4

黄
落
雑
青
紅

5

造
物
故
豪
縦

6

窮
秋
費
春
容

7

錦
障
三
百
里

8

不
蓋
牽
山
東

霜
気

ゃ

一
た
び
匿
み
て
薄
く

杏
杏
と
し
て
秋
山
空
し

黄高
落き

青民
紅
占み

薙まて
ふロ煙
樹
を
望
み

造
物
故
に
豪
縦

窮
秋
春
容
に
変
ず

錦
障
三
百
里

台
山
の
東
ま
で
尽
き
ず

（
「
九
日
議
書
山
」
其
の
四
）

八
句
目
、
「
憂
山
」
は
五
台
山
。
読
書
山
か
ら
東
に
八
十
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。
自
分
の
周
囲
の
霜
気
↓
人
の
少
な
い
読

書
山
の
様
子
↓
読
書
山
か
ら
見
た
景
色
、
と
展
開
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
景
色
も
、
も
や
を
纏
っ
た
樹
木
、
紅
葉
し
た
山
肌
、
遥
か
先
の

五
台
山
と
、
近
景
か
ら
遠
景
へ
と
描
写
が
移
っ
て
い
る
。
第
一
句
か
ら
徐
々
に
視
点
が
遠
く
に
動
い
て
ゆ
き
、
風
景
の
広
が
り
を
充
分
に
描

い
て
い
る
。
後
半
は
山
中
の
草
花
を
描
写
し
、
全
体
と
し
て
は
ほ
叙
景
に
終
始
し
て
い
る
。
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第
五
首
は
重
陽
に
ま
つ
わ
る
故
事
を
並
べ
、
こ
こ
か
ら
時
の
流
れ
に
対
す
る
感
慨
を
述
べ
る
。

5

蕊
辰
世
所
重

6

前
代
多
盛
集

7

柴
桑
有
故
事

8

二
謝
留
俊
筆

9

併
数
孟
奥
桓

日
此
外
誰
記
憶

蕊
の
辰
世
の
重
ん
ず
る
所

前
代
に
盛
集
多
し

柴
桑
に
故
事
有
り

二
謝
俊
筆
を
留
む

併
せ
て
孟
と
桓
と
を
数
へ

此
の
外
に
誰
が
記
憶
す

（
「
九
日
議
書
山
」
其
の
五
）

五
句
自
の
辰
は
時
の
意
。
「
九
日
閑
居
」
の
用
字
を
踏
襲
し
て
い
る
。
七
句
目
、
柴
桑
の
故
事
と
は
陶
淵
明
の
こ
と
。
八
句
目
、
「
二
謝
」
は

謝
霊
運
と
謝
眺
。
九
句
目
、
「
孟
輿
桓
」
は
東
晋
の
孟
嘉
と
桓
温
の
故
事
を
い
（
日
。
こ
れ
ら
の
故
事
を
挙
げ
な
が
ら
、
「
此
の
外
に
誰
が
記
憶

す
」
主
展
開
し
、
十
一
句
目
以
降
は
人
生
の
短
き
や
、
隠
者
へ
の
憧
れ
を
述
べ
て
い
る
。
叙
事
・
叙
情
を
中
心
と
し
た
構
成
で
あ
る
。

3

故
人
成
此
瀞

4

軍
酒
重
相
慰

5

新
詩
互
醸
唱

故
人
此
の
遊
ぴ
を
成
し

尊
酒
重
ね
て
相
ひ
慰
む

新
詩
互
ひ
に
酬
唱
し

-49ー(128) 



6

清
談
見
滋
味

7

短
銃
方
値
寒

8

竃
電
共
騰
沸

9
懸
険
劇
褒
斜

日
清
揮
雑
湿
滑

清
談
滋
味
を
見
は
す

鍾
鋭
方
に
僅
寒

竃
電
共
に
騰
沸

清懸
揮険

j亙？
j買さ

ふ E
T 褒
斜
よ
り
劇停
し

（
「
九
日
讃
書
山
」
其
の
六
）

第
六
首
で
は
、
六
句
固
ま
で
は
酒
を
酌
み
交
わ
す
様
子
を
描
写
す
る
が
、
七
句
目
か
ら
は
隠
喰
を
多
用
し
て
世
相
を
詠
う
。
七
句
目
、

「
鍾
鋭
」
は
雌
雄
の
鯨
。
凶
暴
な
人
物
を
喰
え
る
。
八
句
目
、
「
竃
埴
」
は
カ
エ
ル
の
こ
と
。
阿
訣
追
従
の
人
を
喰
え
る
。
「
僅
鑑
定
」
「
騰
沸
」

は
盛
ん
な
き
ま
を
い
う
。
恐
ら
く
金
末
元
初
の
動
乱
期
に
お
い
て
、
多
く
見
ら
れ
た
人
々
の
こ
と
を
言
う
の
だ
ろ
う
が
、
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
な
状
況
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
か
は
つ
ま
び
ら
か
で
な
い
。
九
句
目
、
「
褒
斜
」
は
険
西
の
褒
斜
谷
の
こ
と
。
難
路
と
し
て
有
名
だ
っ

た
。
混
乱
の
時
代
を
生
き
抜
く
こ
と
が
難
し
い
こ
と
を
喰
え
た
も
の
か
。
十
句
目
、
「
浬
滑
」
は
淫
水
と
滑
水
。
淫
水
は
濁
り
、
滑
水
は
澄

ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る
。
全
体
的
に
比
喰
が
多
い
が
重
陽
と
の
関
連
性
は
低
く
、
胸
中
の
憂
憤
が
主
題
で
あ
る
。

第
七
首
で
は
ま
た
過
去
の
回
想
が
主
題
と
な
る
。
こ
こ
で
は
沖
京
に
い
た
頃
の
重
陽
の
詩
会
を
描
写
す
る
。

1

往
年
在
南
都

2

閑
閑
主
文
衡

閑往
閑年

文南
衡都
をつに
主2 在
るどり
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3

九
日
登
吹
牽

4

遁
随
謹
名
卿

5

酒
酎
公
賦
詩

6

揮
漉
筆
不
停

7

蚊
龍
起
庭
戸

8

破
壁
春
雷
轟

9

堂
堂
者
御
史

日
痛
飲
盆
精
明

日
亦
有
李
奥
王

ロ
玉
樹
含
秋
清

日
我
時
最
後
来

U
四
座
頗
震
傾

日
今
朝
念
存
残

日
壮
心
徒
自
驚

九
日
吹
台
に
登
り

灘酒追
筆耐5 随
を~！＇ i す
揮ヤる
ひ与は
てよ尽
停ゃ＇.／.ζ <

はま誌名
ず言卿
賦
し

蚊
龍
庭
戸
に
起
こ
り

壁
を
破
り
て
春
雷
轟
く

堂
堂
た
り
者
御
史

痛
飲
益
ま
す
精
明

亦
た
李
と
王
と
有
り

玉
樹
秋
清
を
含
む

我
時
に
最
後
に
来
た
り
て

四
座
頗
る
傾
を
為
す

今
朝
存
残
を
念
ひ

壮
心
徒
ら
に
自
か
ら
驚
く

（
「
九
日
讃
書
山
」
其
の
七
）

(6
) 

沖
京
遷
都
後
に
お
け
る
、
翰
林
院
の
人
々
を
中
心
と
し
た
重
陽
の
詩
会
の
回
想
で
あ
る
。
元
好
聞
は
当
時
三
十
五
歳
。
科
挙
に
及
第
し
て
国

-51ー(126) 



史
院
編
修
の
官
に
あ
り
、
翰
林
院
の
サ
ロ
ン
に
出
入
り
し
て
い
た
。
こ
の
詩
会
で
は
越
乗
文
と
交
友
が
あ
っ
た
人
々
が
集
ま
り
、
元
好
聞
は

「
野
菊
座
主
閑
閑
公
命
作
」
「
野
菊
再
奉
座
主
閑
閑
公
命
作
」
と
い
う
詩
を
作
っ
て
い
る
。
二
句
目
、
閑
閑
は
越
乗
文
の
号
。
能
書
家
と
し
て

も
当
時
高
名
で
あ
っ
た
。
九
句
目
、
「
者
御
史
」
は
雷
淵
。
見
事
な
者
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
あ
っ
た
。
十
一
句
目
、
「
李
奥
王
」
は

(8
) 

李
献
能
と
王
渥
。
十
五
句
目
「
念
存
残
」
と
あ
る
が
、
金
朝
滅
亡
前
後
の
戦
乱
で
多
く
の
友
人
を
亡
く
し
、
こ
の
年
も
詩
友
の
場
壁
や
庇
護

（9
）
（
叩
）

者
の
厳
実
・
越
天
錫
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
生
き
残
っ
た
友
人
の
ほ
う
が
は
る
か
に
少
な
く
、
そ
の
寂
琴
感
が
ふ
と
去
来
し
た
こ
と
を
十
六

句
目
で
述
べ
て
い
る
。

続
く
第
八
首
も
過
去
の
回
想
で
あ
る
。
三
十
代
後
半
、
国
史
院
編
修
を
辞
職
し
た
後
、
地
方
官
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
頃
の
出
来
事
を
述

べ
る
。－

我
在
正
大
初

漸Z 我
江は
の正
辺大
にの
吏初
とめ
作に
る在

り
て

2

作
吏
漸
江
漫

3

山
城
官
事
少

山
城
官
事
少
な
く

4

日
放
漸
江
船

日
に
漸
江
に
船
を
放
つ

5

菊
樺
秋
華
満

菊
揮
秋
華
満
ち

6

紫
稲
醸
寒
泉

甘紫
映稲

小寒
苦泉
をに
入き醸
へす

7

甘
映
入
小
苦

8

幽
光
出
清
掛

幽
光
清
婿
を
出
す
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9

蹄
路
踏
明
月

帰
路
は
明
月
を
踏
み

日
酔
袖
風
劇
劇

酔
袖
は
風
に
劇
劇
た
り

日
父
老
遮
我
留

父
老
我
を
遮
り
て
留
め

ロ
謂
我
欲
登
傍

我
に
謂
ふ

「
登
仙
を
欲
す
る
か
」
と

日
一
別
宇
山
亭

一
た
ぴ
半
山
亭
に
別
れ

M
回
頭
徐
十
年

頭
を
回
ら
せ
ば
余
十
年
な
り

日
江
山
不
可
越

江
山
越
ゆ
る
可
か
ら
ず

日
目
断
西
南
天

西
南
の
天
を
目
断
す

（
「
九
日
讃
書
山
」
其
の
八
）

元
好
聞
は
正
大
四
年
（
一
二
二
七
）
に
内
郷
県
（
現
在
の
河
南
省
）
に
県
令
と
し
て
赴
任
し
て
い
る
。
第
二
句
「
漸
江
」
は
河
南
省
の
西
南

部
を
流
れ
る
河
で
、
内
郷
県
も
そ
の
流
域
に
あ
っ
た
。
五
句
目
、
「
菊
漕
」
は
内
郷
県
西
北
に
あ
る
。
ほ
と
り
に
菊
が
群
生
し
て
お
り
、
水

が
旨
い
こ
と
で
有
名
だ
っ
た
。
李
白
・
蘇
拭
ら
が
こ
の
地
を
詩
に
詠
ん
で
い
る
。
十
三
句
目
、
「
宇
山
亭
」
も
内
郷
県
内
の
地
名
。
こ
こ
で

（
日
）

友
人
た
ち
と
し
ば
し
ば
詩
を
作
っ
て
い
る
。
十
六
句
目
、
「
目
断
」
は
遠
く
ま
で
見
渡
そ
う
と
す
る
が
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。
こ
の

時
期
、
彼
は
友
人
た
ち
と
多
く
の
詩
会
を
行
い
、
詩
人
と
し
て
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。
地
方
官
時
代
の
思
い
出
と
土
地
へ
の
愛

惜
が
、
こ
の
詩
の
主
題
で
あ
る
。

第
九
句
は
実
景
に
戻
り
、
読
書
山
中
の
福
田
寺
を
描
写
す
る
。
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3

龍
頭
出
白
塔

4
悌
屋
塵
青
瞳

5

雲
光
見
秋
宇

6

旭
日
稜
牽
相

7

峨
峨
賓
棲
閤

8

金
界
徹
龍
象

龍
頭
白
塔
を
出
し

雲仏
光屋

秋青
半峰
をーを
見E 圧
し“す

旭
日
奉
相
を
発
す

議
議
た
り
宝
の
楼
閣

金
界
の
微
な
る
竜
象

（
「
九
日
議
書
山
」
其
の
九
）

三
句
目
「
龍
頭
」
は
竜
の
頭
の
よ
う
な
形
を
し
た
峰
を
い
う
。
四
句
目
ま
で
は
遠
く
か
ら
眺
め
た
福
田
寺
の
景
色
を
描
写
す
る
。
そ
し
て
五

(123) -54-

句
目
、
「
雲
光
」
・
六
句
目
「
旭
日
」
で
光
が
射
し
、
七
句
目
以
降
は
寺
の
中
の
個
々
の
建
物
を
描
写
し
て
い
く
。
七
句
目
、
「
金
界
」
は
仏

法
世
界
・
浄
土
の
こ
と
。
「
龍
象
」
は
羅
漢
像
を
言
う
。
読
書
山
を
登
り
、
寺
に
近
づ
き
、
や
が
て
寺
の
中
に
入
っ
て
建
物
な
ど
を
見
て
い

く
と
い
う
経
過
を
、
視
覚
的
に
見
事
に
表
現
し
て
い
る
。

第
十
首
は
再
度
友
人
と
の
酒
宴
を
詠
う
。

1

紫
微
老
儒
伯

2

少
目
見
承
平

紫
微
老
は
仙
伯
な
り

少
日
承
平
を
見
る



・
（
中
略
）
：
・

U
思
得
菊
漕
酒

ロ
篤
公
制
類
齢

日
作
詩
語
同
瀞

M
明
年
復
尋
盟

日
看
翁
九
節
杖

M
W劇
劇
上
呼
蝶

菊
揮
の
酒
を
得
て

公
が
為
に
類
齢
を
制
き
ん
と
思
ふ

詩
語
を
作
し
て
同
に
遊
ぴ

明
年
復
た
盟
を
尋
ね
ん

翁
の
九
節
の
杖
の

劇
劇
と
し
て
呼
喋
に
上
る
を
看
る

（
「
九
日
讃
書
山
」
其
の
十
）

-55ー

一
句
目
、
「
紫
微
老
」
は
劉
尊
師
（
名
・
字
と
も
に
不
明
）
、
紫
微
は
そ
の
号
。
郷
土
の
画
家
で
当
時
有
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
既
に
か

な
り
の
高
齢
で
あ
り
、
故
に
「
傍
伯
」
（
仙
人
の
長
老
）
と
い
う
表
現
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
十
一
句
目
、
「
菊
漕
酒
」
と
は
、
第
八
首

に
見
え
る
、
菊
揮
の
水
で
醸
し
た
酒
の
こ
と
。
菊
揮
の
水
は
長
寿
に
効
能
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
水
で
醸
し
た
酒
に
も
そ
の
効
果
を

人
の
持
つ
杖
。

期
待
し
て
い
る
。
ま
た
「
九
日
閑
居
」
の
表
現
も
踏
ま
え
て
「
矯
公
制
類
齢
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
十
五
句
目
、
「
九
節
杖
」
は
仙

酒
宴
が
終
わ
り
来
年
に
ま
た
会
う
約
束
を
し
て
、
友
人
が
帰
っ
て
い
く
姿
を
見
送
り
、
こ
の
一
連
の
詩
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
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三
、
作
品
の
特
徴

ま
ず
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
五
言
古
詩
の
連
作
で
あ
り
な
が
ら
個
々
の
詩
が
ほ
ぼ
時
間
軸
に
沿
っ
た
形
（
自
宅
を
出
る
↓
山
に
登
り

友
人
と
会
う
↓
山
中
を
巡
る
↓
友
人
と
別
れ
る
）
で
展
開
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
は
、
一
首
の
古
詩
で
用
い
て
い

る
例
は
あ
る
。
元
好
聞
は
「
黄
華
山
に
遊
ぶ
」
明
龍
山
に
遊
ぶ
」
な
ど
の
登
山
を
詠
っ
た
詩
に
見
ら
れ
る
構
成
で
あ
る
。
ま
た
宴
遊
を
詠
っ

た
詩
に
も
例
が
あ
る
。
恐
ら
く
こ
れ
ら
の
詩
と
同
様
の
手
法
を
採
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
連
作
全
体
を
通
し
て
こ
の
よ
う
な
構
成
を
用

（
ロ
）

い
て
い
る
も
の
は
め
ず
ら
し
い
。
結
果
と
し
て
、
連
作
全
体
を
通
じ
て
物
語
性
と
も
い
う
べ
き
要
素
を
持
つ
に
到
っ
て
い
る
。

次
に
、
こ
の
時
間
軸
か
ら
逸
脱
し
て
、
三
・
七
・
八
首
で
は
過
去
の
回
想
が
挿
入
き
れ
て
い
る
点
が
面
白
い
。
い
わ
ば
映
画
に
お
け
る
フ

ラ
ッ
シ
ュ
パ
ッ
ク
の
手
法
の
よ
う
に
、
現
在
の
出
来
事
・
情
景
を
描
写
す
る
中
に
、
突
然
過
去
の
こ
と
が
ら
が
現
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

手
法
に
先
例
が
あ
る
か
ど
う
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
管
見
の
限
り
で
は
先
行
す
る
和
陶
詩
に
は
例
が
な
く
、
陶
淵
明
詩
に
も
こ
の
よ
う

な
構
成
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
陶
淵
明
と
の
関
連
の
上
か
ら
使
用
さ
れ
た
手
法
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
他
に
彼
が
学
ん
だ
詩
人
に
例
が
あ

る
の
か
、
今
後
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
非
常
に
特
異
な
要
素
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

き
ら
に
、
挿
入
さ
れ
て
い
る
回
想
も
、
幼
少
時
の
父
の
思
い
出
↓
三
十
代
初
め
の
国
史
館
編
修
の
頃
↓
三
十
代
半
ば
の
地
方
官
時
代
、

時
間
軸
に
沿
っ
て
排
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
こ
の
作
品
の
中
に
は
、
重
陽
の
登
高
の
様
子
を
順
に
追
う
時
間
軸
と
、
元
好
聞
の
半
生
を

順
に
追
、7
時
間
軸
の
、
二
つ
の
時
間
軸
が
平
行
し
て
存
在
し
て
い
る
。

た
だ
し
こ
れ
ら
の
回
想
部
分
は
、
事
実
で
は
あ
ろ
う
が
、
彼
に
と
っ

て
最
も
好
ま
し
い
光
景
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
注
意
を
要
す
る
。
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四

回
想
部
分
の
問
題

こ
こ
で
回
想
部
分
に
お
け
る
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
第
三
首
に
お
い
て
元
徳
明
は
、
読
書
山
に
隠
棲
し
て
琴
と
酒
に
日
々
を

過
ご
し
た
悠
々
自
適
の
隠
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
当
初
は
科
挙
及
第
を
目
指
し
て
勉
学
の
た
め
に
こ
の
山
に
能
も
っ
た
の
で
あ

り
、
科
挙
及
第
を
あ
き
ら
め
た
後
に
、
隠
遁
生
活
に
入
っ
た
。
官
僚
と
し
て
の
出
世
を
試
み
つ
つ
も
、
こ
れ
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
た
め
に

隠
者
と
し
て
読
書
山
に
住
ん
だ
の
で
あ
る
。
一
貫
し
て
隠
遁
生
活
を
志
し
、
実
行
し
た
人
物
で
は
な
い
の
だ
が
、
こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
は

一
切
触
れ
ず
、
実
父
の
晩
年
の
一
面
の
み
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
父
の
姿
を
理
想
的
な
も
の
と
し
て
、元
好
問
が
受
け
と
め
て
い
た

こ
と
の
証
左
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
六
首
に
お
い
て
も
、
当
時
の
状
況
を
充
分
に
は
反
映
し
て
い
な
い
。
こ
の
詩
会
の
末
席
に
元
好
聞
が
い
た
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
だ
が
こ
の
詩
会
の
背
景
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
当
時
越
乗
文
が
元
好
聞
な
ど
門
下
の
士
を
推
執
し
、
翰
林
院
や
国

史
院
の
ポ
ス
ト
に
就
け
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
世
間
で
は
越
乗
文
が
「
党
人
」
を
糾
合
し
て
い
る
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
。
こ
の
詩
会
も

参
加
者
の
顔
ぶ
れ
を
見
る
と
、
実
際
は
越
乗
文
と
そ
の
門
人
た
ち
の
詩
会
と
い
う
色
彩
が
強
い
。
こ
れ
ら
の
背
景
は
す
べ
て
捨
象
し
て
、
こ

こ
で
は
「
在
り
し
日
の
貴
顕
の
詩
会
」
が
全
面
に
押
し
出
き
れ
、
都
に
お
け
る
素
晴
ら
し
い
詩
会
に
自
分
も
参
加
し
た
と
い
う
、
過
去
の
栄

華
を
語
る
一
場
面
と
な
っ
て
い
る
。

第
七
首
も
同
様
で
あ
る
。
元
好
聞
が
内
郷
県
に
赴
任
し
た
際
、
こ
こ
で
詩
友
た
ち
と
詩
を
や
り
と
り
す
る
な
ど
し
て
、
多
く
の
作
品
を
遺

し
て
い
る
こ
と
は
、
彼
の
文
集
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
、
の
ど
か
な
地
方
官
生
活
を
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
当
時
は
モ
ン
ゴ

i

ル
の
侵
攻
が
激
し
き
を
増
し
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
軍
事
費
は
莫
大
な
も
の
と
な
っ
て
い -57ー(120) 



る
。
地
方
官
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、
前
線
を
支
え
る
た
め
の
兵
士
・
食
料
・
軍
資
金
の
調
達
で
あ
っ
た
。
元
好
聞
は
中
央
か
ら
の
命
令
と
人

（
臼
）

民
へ
の
同
情
の
閑
で
の
、
苦
悩
を
吐
露
し
た
作
品
を
作
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
荒
廃
し
た
農
村
の
光
景
が
描
か
れ
て
お
り
、
第
七
首
で
詠
わ

れ
て
い
る
情
景
と
は
結
び
つ
き
に
く
い
。
か
な
り
美
化
さ
れ
た
情
景
で
あ
る
。

実
際
に
は
、
元
好
関
の
半
生
は
嵯
鉄
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
出
来
事
に
は
一
切
言
及
し
な
い
。
こ
の
詩
で
描
か
れ
て

い
る
回
想
は
、
半
生
の
う
ち
の
穏
や
か
で
あ
っ
た
時
期
を
、
よ
り
理
想
化
し
た
形
で
点
綴
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

五

お
わ
り
に

読
書
山
は
元
好
関
以
前
に
詩
に
詠
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
景
勝
地
で
は
な
く
、
ま
た
以
降
も
詩
に
詠
ま
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
場

所
で
あ
る
。
こ
の
山
は
元
来
繋
舟
山
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
元
徳
明
が
勉
学
の
た
め
に
寵
も
っ
た
こ
と
に
因
ん
で
、
越
乗
文
が
読
書
山
と
命

(M
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名
し
た
。
実
父
ゆ
か
り
の
地
で
あ
り
、
常
に
実
父
と
の
思
い
出
が
揺
曳
す
る
地
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
自
身
が
幼
年
期
に
見
続
け
た
故
郷
の

（
日
）

山
で
あ
っ
た
。
非
常
に
強
い
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
も
っ
て
彼
の
心
中
に
存
在
し
続
け
、
各
地
を
遊
歴
し
て
い
た
頃
の
詩
に
も
し
ば
し
ば
詠
ま
れ

（
日
）

て
い
る
。
元
好
問
に
の
み
特
別
な
意
味
を
持
つ
場
所
で
あ
っ
た
。
読
書
山
に
ま
つ
わ
る
こ
の
よ
う
な
記
憶
が
、
彼
の
追
憶
を
呼
ぶ
一
つ
の
要

素
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
「
九
日
讃
書
山
」
詩
の
み
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
異
な
点
を
指
摘
す
る
の
み
に
と
ど
ま
っ
た
。
「
飲
酒
」
「
後
飲
酒
」
な
ど
の
、

そ
の
他
の
陶
淵
明
に
関
連
す
る
詩
と
の
比
較
検
討
、
元
好
関
に
お
け
る
陶
淵
明
詩
の
受
容
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い

注

(119) -58-



(1
) 

例
え
ば
二
十
八
歳
の
作
で
あ
る
「
論
詩
」
三
十
首
（
『
遁
山
先
生
文
集
』
巻
）
で
は
、
第
四
首
で
「
一
語
天
然
万
古
新
た
、
豪
華
落
尽
し
て

真
淳
見
る
。
南
窓
白
日
義
皇
の
上
、
未
だ
害
き
ず
淵
明
は
是
れ
晋
人
な
る
を
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

『
陶
淵
明
集
』
巻
二
所
収
。
「
世
短
意
常
多
、
斯
人
集
久
生
。
日
月
依
辰
至
、
奉
俗
愛
其
名
。
露
凄
喧
風
息
、
気
激
天
象
明
。
往
鷲
無
遁
影
、

来
雁
有
除
聾
。
酒
能
鮭
百
慮
、
菊
矯
制
頼
齢
。
如
何
蓬
虚
士
、
空
親
時
運
傾
。
塵
爵
恥
虚
晶
画
、
寒
華
徒
自
祭
。
飲
襟
濁
開
謡
、
緬
罵
起
深

情
。
棲
蓮
田
多
娯
、
掩
留
宣
無
成
。
」
た
だ
し
現
在
で
は
、
「
激
」
を
「
凄
」
に
、
「
象
」
を
「
噴
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。

『
元
史
』
巻
一
四
七
、
「
張
柔
列
侍
」
に
「
庚
子
〔
一
二
四O
年
〕
、
詔
し
て
柔
等
八
万
戸
に
宋
を
伐
た
し
む
。
」
と
あ
る
。

『
中
州
集
」
巻
十
「
先
大
夫
詩
」
に
見
え
る
。
全
文
は
以
下
の
通
り
。
「
落
葉
落
復
落
、
清
霜
今
幾
番
。
疎
燈
照
茅
屋
、
山
月
入
額
垣
。
老
愛

寒
花
淡
、
幽
嫌
宿
鳥
喧
。
巻
中
林
慮
士
、
相
封
雨
忘
言
。
」

東
晋
の
桓
温
が
龍
山
で
九
月
九
日
に
宴
を
聞
い
た
と
き
、
孟
嘉
の
帽
子
が
風
に
吹
か
れ
て
飛
ぴ
、
こ
れ
を
瑚
っ
た
事
に
対
し
て
孟
嘉
は
即
座

に
美
文
を
以
て
答
え
た
故
事
。
「
耳
目
書
』
巻
九
八
、
「
孟
嘉
侍
」
に
見
え
る
。

金
朝
に
お
い
て
文
壇
の
中
心
は
翰
林
院
で
あ
り
、
翰
林
に
奉
職
す
る
人
々
が
中
心
と
な
っ
て
サ
ロ
ン
を
形
成
し
た
。
彼
ら
の
元
に
は
そ
の
門

下
の
士
や
、
詩
文
に
長
じ
た
人
々
が
集
い
、
実
質
的
に
金
朝
の
文
学
を
担
っ
て
い
た
。
元
好
問
も
当
時
の
文
壇
の
盟
主
で
あ
る
越
乗
文
に
認

め
ら
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
文
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

劉
祁
『
蹄
潜
志
』
巻
八
に
、
こ
の
日
の
詩
会
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
越
乗
文
・
元
好
間
・
雷
淵
の
他
に
、
陳
正
叔
・
潜

仲
明
（
両
者
と
も
名
は
不
明
）
ら
が
参
加
し
、
野
菊
・
憶
糧
・
射
虎
な
ど
多
く
の
題
が
出
き
れ
て
、
こ
れ
に
対
し
て
詩
を
作
っ
て
い
る
。

場
壁
：
・
金
末
の
人
。
承
安
二
年
（
一
一
九
七
）
の
進
士
で
、
翰
林
院
な
ど
で
官
を
歴
任
し
た
。
興
定
年
間
に
致
仕
し
て
嵩
山
に
隠
棲
し
、
金

朝
滅
亡
後
は
金
の
遺
臣
と
広
く
交
際
し
た
。
「
中
州
集
』
巻
六
に
十
五
首
の
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

厳
実
：
・
金
末
元
初
の
武
将
。
は
じ
め
南
宋
に
降
っ
て
済
南
を
治
め
た
が
、
後
に
支
配
下
の
三
十
万
戸
を
率
い
て
モ
ン
ゴ
ル
に
下
っ
た
。
の
ち

に
万
戸
公
に
封
ぜ
ら
れ
、
漢
人
世
侯
と
し
て
東
平
府
（
現
在
の
山
東
省
）
に
在
っ
て
こ
の
地
域
の
軍
政
を
一
手
に
担
っ
た
。
『
元
史
』
巻
一

四
八
に
伝
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

越
天
錫
・
：
代
々
冠
氏
の
豪
族
で
、
金
末
に
冠
氏
（
現
在
の
山
東
省
）
の
防
衛
に
務
め
た
。
モ
ン
ゴ
ル
に
下
っ
て
か
ら
は
千
戸
公
に
封
ぜ
ら

れ
、
東
平
の
厳
実
に
従
っ
た
。
元
好
問
と
親
し
く
交
わ
り
、
元
好
聞
が
冠
氏
に
住
ん
で
い
た
時
期
に
は
手
厚
い
庇
護
を
承
け
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
元
好
聞
は
彼
の
神
道
碑
を
書
い
て
い
る
（
「
遁
山
先
生
文
集
』
巻
二
九
「
千
戸
越
公
紳
道
碑
」
）
。
ま
た
『
元
史
」
巻
一
五
一
に
伝
が(118) 
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（
日
）

（
ロ
）

立
て
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
巻
三
「
半
山
亭
に
仲
梁
を
招
き
て
飲
む
」
、
巻
八
「
春
日
宇
山
亭
瀞
眺
」
な
ど
の
作
が
挙
げ
ら
れ
る
。

連
作
を
時
間
軸
に
沿
っ
て
排
列
す
る
と
い
う
構
成
は
、
元
好
問
詩
に
お
い
て
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
「
東
壌
の
居
を
移
す
に
学

ぶ
」
八
首
で
は
、
冒
頭
の
三
首
が
、
建
築
予
定
地
の
荒
れ
果
て
た
様
子
↓
完
成
し
た
家
の
様
子
↓
家
に
運
び
込
ん
だ
書
籍
や
銅
器
の
描
写
、

と
い
う
排
列
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
全
編
を
通
じ
て
こ
の
よ
う
な
構
成
を
持
っ
て
い
る
作
品
は
、
他
に
見
あ
た
ら
な
い
。
元
好
間
以
外
の
詩

人
の
作
品
で
は
、
杜
甫
の
三
吏
三
別
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
菊
揮
に
宿
す
」
（
「
遁
山
先
生
文
集
』
巻
こ
「
内
郷
県
斎
に
て
事
を
書
す
」
（
同
巻
八
）
な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
苦
悩
を
述
べ
て
い
る
。

越
乗
文
「
東
岩
道
人
の
読
書
堂
に
題
す
」
（
『
閑
閑
老
人
釜
水
集
』
巻
九
）
に
「
山
頭
仏
屋
五
三
問
、
山
勢
相
ひ
連
な
る
石
嶺
関
。
名
字
は
我

の
改
む
る
従
り
を
経
ず
し
て
、
更
に
称
す
元
子
の
読
書
山
と
。
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
我
の
改
む
る
従
り
を
経
ず
し
て
」
と
あ
る
が
、
こ

れ
が
読
書
山
と
い
う
呼
称
の
初
出
の
よ
う
で
あ
る
。

元
好
聞
は
析
州
秀
容
県
で
生
ま
れ
た
後
、
生
後
七
ヶ
月
で
叔
父
の
元
格
の
養
子
と
な
り
、
五
歳
以
降
は
地
方
官
で
あ
っ
た
養
父
に
従
っ
て
各

地
を
転
々
と
し
て
い
る
。
こ
の
地
に
生
活
し
た
の
は
、
わ
ず
か
四

i

五
年
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
と
き
既
に
隠
者
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い

た
元
徳
明
は
、
我
が
子
を
養
子
に
出
し
た
あ
と
も
し
ば
し
ば
彼
を
伴
っ
て
付
近
を
散
策
し
、
官
更
で
あ
っ
た
養
父
よ
り
も
元
好
聞
と
接
す
る

機
会
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
「
析
州
天
慶
観
重
建
功
徳
記
」
（
『
遺
山
先
生
文
集
』
巻
三
五
）
に
「
量
予
嬰
年
、
先
大

夫
掌
之
四
方
。
（
か
つ
て
私
が
幼
か
っ
た
頃
、
先
大
夫
〔
元
徳
明
〕
は
私
を
連
れ
て
あ
ち
こ
ち
へ
行
っ
た
と
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。

例
え
ば
「
晋
陽
の
故
城
を
過
ぎ
て
事
を
書
す
」
（
『
遁
山
先
生
文
集
」
巻
四
）
・
「
張
氏
庄
に
納
涼
す
」
（
同
巻
一
一
）
・
「
家
山
腸
夢
圏
」
（
同
巻

一
一
）
な
ど
の
作
品
が
あ
る
。
こ
の
頃
は
ま
だ
読
書
山
と
命
名
さ
れ
る
前
で
、
繋
舟
山
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。

（
日
）
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